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開会のあいさつ

開会のあいさつ　6月6日㊎　8：20～8：30　A会場（F205・F206）

会長挨拶　　　上 野　 　滋　東海大学医学部外科学系 小児外科学

特別講演

特別講演　6月7日圡　10：30～12：00　A会場（F205・F206）

 司会：里見　　昭（埼玉医科大学病院 健康管理センター センター長 名誉教授）

ドラマティック・ヒストリー　横濱
山崎　洋子　作家

教育講演

教育講演1　6月6日㊎　8：50～9：50　A会場（F205・F206）

 司会：市川光太郎（北九州市立八幡病院）

広域災害時に被災地の小児医療を守るために	 	
　　― JACHRIのチャレンジ―

林　　　奐　�日本小児総合医療施設協議会（JACHRI）監事 
東京都立小児総合医療センター 前病院長

追加発言　災害弱者である小児へのpreparednessに向けて

米倉　竹夫　�日本小児救急医学会 災害医療委員会委員 
近畿大学医学部奈良病院 小児外科

教育講演2　6月6日㊎　10：50～11：50　A会場（F205・F206）

 司会：船曳　哲典（藤沢市民病院こども診療センター 小児科）

救急対応が予後を決定する小児の低血糖
神崎　　晋　鳥取大学医学部 周産期・小児医学 教授

教育講演3　6月7日圡　9：30～10：30　A会場（F205・F206 ）

 司会：草川　　功（聖路加国際病院 小児科）

最新の小児呼吸管理
鈴木　啓二　東海大学医学部専門診療学系小児科学 教授
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シンポジウム

シンポジウム1　AHT（虐待による頭部外傷）を考える
　　　　　　　　　6月6日㊎　15：40～17：40　A会場（F205・F206）

 座長：村田　祐二（仙台市立病院 救命救急部）　 　　　　
 白石　裕子（東京工科大学 医療保健学部 看護学科）

基調講演 　虐待による頭部外傷の病態と治療方針
荒木　　尚　日本医科大学大学院 医学研究科救急医学分野

S1-1 AHTの力学的メカニズム
宮崎　祐介　東京工業大学 情報理工学研究科

S1-2 乳幼児揺さぶられ症候群（SBS）の予防に向けた母親指導の実際
小田しおり　東海大学医学部付属病院 6A病棟

S1-3 画像診断からみた小児虐待
相田　典子　神奈川県立こども医療センター 放射線科

S1-4 AHTを見逃さないために　―新たな眼底所見の知見―
中山　百合　国立成育医療研究センター 眼科

S1-5 横浜市における乳幼児頭蓋内出血症例に関するアンケート調査
佐藤　厚夫　横浜市児童虐待防止医療ネットワーク　

S1-6 事故か虐待か？　地域連携の現状と課題
田﨑みどり　横浜市西部児童相談所 医務担当

指定発言	 山田不二子　子ども虐待ネグレクト防止ネットワーク 理事長

シンポジウム2　小児救急に求められるホームケア指導
　　　　　　　　　6月7日圡　15：00～17：00　B会場（F203・F204）

 座長：臼田美奈子（川崎市立川崎病院 看護部）　　 　　　　　　　　　
 三浦　英代（東京都立小児総合医療センター 総合診療科ER外来）

基調講演 　小児救急医療に求められるホームケア指導とは	
	 　　　　　　　～子どもと家族の安心のために～

木下　笑香　しらお小児科アレルギー科クリニック

S2-1 小児救急電話相談事業（＃8000）の現状と課題
伊藤　友弥　厚生労働省医政局指導課 救急・周産期医療棟対策室　小児・周産期医療専門官

S2-2 #8000の課題を解決するために必要なこと
吉澤　穣治　東京慈恵会医科大学 小児外科

S2-3 診療所でできるホームケア

池田　次郎　翔和仁誠会 あすなろ小児科
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S2-4 外来におけるホームケア指導の実践
阪田　千春　松山赤十字病院 小児科外来

指定発言	 田中　　剛　厚生労働省医政局指導課 救急・周産期医療等対策室

特別企画

特別企画　診療ガイドライン作成に向けて　急性胃腸炎
　　　　　　　　　6月7日圡　14：00～15：20　A会場（F205・F206）

 座長：草川　　功（聖路加国際病院 小児科）　　　　　　　　　
 上村　克徳（神戸市立医療センター中央市民病院 小児科）

SS1-1 小児急性胃腸炎診療ガイドライン作成	
	 　― その歴史的背景と作成の現況 ―

靍　　知光　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性胃腸炎WG 
   雪の聖母会聖マリア病院 小児外科

SS1-2 小児急性胃腸炎診療ガイドライン作成 	
	 　― 小児急性胃腸炎（ノロ・ロタウイルス性）の診断と検査 ―

服部　益治　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性胃腸炎WG 
  兵庫医科大学 小児科

SS1-3 小児急性胃腸炎診療ガイドライン作成	
	 　― 重症度評価と輸液療法 ―

平田　倫生　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性胃腸炎WG 
  聖路加国際病院 小児科

SS1-4 小児急性胃腸炎診療ガイドライン作成	
	 　― 急性胃腸炎の治療：経口補水療法 ―

十河　　剛　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性胃腸炎WG 
  済生会横浜市東部病院 小児肝臓消化器科

SS1-5 小児急性胃腸炎診療ガイドライン作成	
	 　― 食事・薬物療法 ―

伊藤　純子　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性胃腸炎WG 
  虎の門病院 小児科

SS1-6 小児急性胃腸炎診療ガイドライン作成	
	 　― 小児急性胃腸炎の予防および教育に関して ―

南　　武嗣　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性胃腸炎WG 
  みなみクリニック

指定発言	 岩中　　督　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会委員長 
 　　　　　　　　東京大学大学院 小児外科
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特別企画　診療ガイドライン作成に向けて　急性虫垂炎
　　　　　　　　　6月7日圡　15：30～17：00　A会場（F205・F206）

 座長：草川　　功（聖路加国際病院 小児科）　　　　　　
 鎌形正一郎（東京都立小児総合医療センター 外科）

SS2-1 小児急性虫垂炎診療ガイドライン作成	
	 　― 作成の目的と方法 ―

川瀬　弘一　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性虫垂炎WG 
  聖マリアンナ医科大学 小児外科　

SS2-2 小児急性虫垂炎診療ガイドライン作成	
	 　― 小児急性虫垂炎の診断 ―

矢ヶ崎英晃　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性虫垂炎WG 
  山梨大学医学部 小児科　

SS2-3 小児急性虫垂炎診療ガイドライン作成	
	 　― 画像診断について ―

内田　正志　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性虫垂炎WG 
  社会保険徳山中央病院 小児科

SS2-4 小児急性虫垂炎診療ガイドライン作成	
	 　― 治療に関連する諸問題、特に保存的治療方針について ―

廣部　誠一　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性虫垂炎WG 
  東京都立小児総合医療センター 外科　

SS2-5 小児急性虫垂炎診療ガイドライン作成	
	 　― active observation、抗菌療法について ―

渡部　誠一　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性虫垂炎WG 
  総合病院 土浦協同病院 小児科

SS2-6 小児急性虫垂炎診療ガイドライン作成	
	 　― 小児急性虫垂炎術後の合併症対策は？	 	
	 　　　　－interval appendectomyの功罪を含む ―

内田　恵一　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性虫垂炎WG 
  三重大学医学部 消化管・小児外科

SS2-7 小児急性虫垂炎診療ガイドライン作成	
	 　― 小児急性虫垂炎の腹腔鏡手術 ―

谷水　長丸　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会急性虫垂炎WG 
  防衛医科大学校 小児外科

指定発言	 岩中　　督　日本小児救急医学会診療ガイドライン作成委員会委員長 
 　　　　　　　　東京大学大学院 小児外科
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ワークショップ

ワークショップ　重篤小児診療拠点の課題　6月6日㊎　9：50～11：50　B会場（F203・F204）

 座長：清水　直樹（東京都立小児総合医療センター 救命・集中治療部）

 太田　邦雄（金沢大学医薬保健研究域 小児科）　　　　　　　　

WS-1 長野県立こども病院PICUにおける小児重症診療体制の課題

松井　彦郎　長野県立こども病院 小児集中治療科

WS-2 重篤小児救急患者の診療実績の評価	
	 　　―非小児専門施設と小児専門施設による検討―

塚原　紘平　岡山大学病院 高度救命救急センター　

WS-3 大阪府泉州救命救急センターの重篤小児診療実績

宮尾　大樹　独立行政法人りんくう総合医療センター 救命診療科

WS-4 埼玉県における重症小児患者管理の現状と展望:	
	 　　病院前救護から小児救命救急センターまでを俯瞰する

櫻井　淑男　埼玉医科大学総合医療センター 小児科　

WS-5 ドクターヘリによって、小児外傷患者をPICUへ集約する効果の検討

志賀　一博　聖隷三方原病院 救命救急センター 救急科　

WS-6 大学病院救命救急センターPICUでの重篤小児救急患者の集約化と	
	 “出口問題”

賀来　典之　九州大学病院 救命救急センター　

小児救急教育セミナー開催報告

小児救急教育セミナー開催報告　6月7日圡　8：30～8：40　A会場（F205・F206）

 座長：久保　　実（石川県立中央病院 小児内科）

報告-1 小児救急教育セミナー開催報告　第4回神戸ルミナリエ教育セミナー総括

林　　卓郎　東京都立小児総合医療センター 救命救急科

ランチョン講演

ランチョン講演　6月7日圡　12：00～13：00　B会場（F203・F204）

 座長：渡部　誠一（総合病院土浦協同病院 小児科）

小児救急電話相談時の対応のコツ

吉澤　穣治　�厚生労働科学研究費補助金 地域医療基盤開発推進研究事業 
東京慈恵会医科大学 小児外科
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奨励賞候補演題

奨励賞候補演題　6月6日㊎　9：50～10：50　A会場（F205・F206）

 座長：我那覇　仁（沖縄県立南部医療センター･こども医療センター）

AW-1 乳幼児発熱における心拍数・呼吸数増加の疾患特異性と臨床応用

苔口　知樹　北九州市立八幡病院 小児救急センター　

AW-2 当院救急外来を受診した小児アナフィラキシー症例における	
	 初期対応の検討

園田　素史　国立病院機構 福岡東医療センター 小児科　

AW-3 小児腹部コンパートメント症候群の検討

河村　研吾　国立成育医療研究センター 集中治療科　

AW-4 緊急処置を要した乳幼児手指外傷の受傷機転解析と重点的予防的対策

内海　奈穂　北九州市立八幡病院 小児救急センター　

AW-5 小児外傷患者及び保護者の精神的影響に関する検討

齊藤　久子　筑波メデイカルセンター病院 小児科　

AW-6 大学病院ERにおける小児外傷診療の現状と課題
須﨑　　真　日本医科大学付属病院 総合診療センター　

一般演題　6月6日㊎

災害医療　8：30～8：50　A会場（F205・F206）

 座長：市川　光太郎（北九州市立八幡病院）

A-1-1 フィリピン台風被害における国際緊急援助隊の活動からみえた	
	 小児患者の特徴

鶴和　美穂　国立病院機構災害医療センター 臨床研究部

A-1-2 DMATにおける小児傷病者対応の課題と体制整備
問田　千晶　国立成育医療研究センター 集中治療科

救急診療におけるチーム連携　14：00～14：50　A会場（F205・F206）

 座長：渡部　誠一（総合病院土浦協同病院 小児科）

A-2-1 ICU/HCUにおけるICT抗菌薬ラウンドの取り組み
林　　拓也　神奈川県立こども医療センター 救急診療科
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A-2-2 病院前救護から病院前救命救急医療へ	
	 　　― 救急ワークステーションとのコラボレーション―

福島　亮介　藤沢市民病院 救命救急センター 小児救急科

A-2-3 市民病院における成人・小児を対象としたRapid Response Teamの	
	 現状について

有元　秀樹　大阪市立総合医療センター 救命救急センター 救急診療科

A-2-4 長野県における重症小児疾患の救急診療連携をめざした試み
松井　彦郎　長野県立こども病院 小児集中治療科

A-2-5 ER型救命救急センターでの小児外傷に対するチーム連携
吉元　和彦　熊本赤十字病院 小児外科

AHTをみのがすな　14：50～15：40　A会場（F205・F206）

 座長：荒木　尚（日本医科大学大学院 医学研究科 救急医学分野）

A-3-1 AHT20例の臨床的特徴
渡部　誠一　総合病院 土浦協同病院 小児科

A-3-2 頭部受傷を認め、虐待が疑われる乳幼児症例に対して、	
	 全例頭部CTを撮影すべきか

三上　貴司　田附興風会 北野病院 小児科

A-3-3 虐待を疑われ眼底出血を認めた症例と転帰
藤浪　綾子　千葉県こども病院 集中治療科

A-3-4 重症頭部外傷からのAHTの検出　～第3者目撃なし、低年齢、家庭内～
福政　宏司　成育医療研究センター 集中治療科

A-3-5 小児頭部外傷に対する集中治療室での児童虐待対応に関する課題
松井　彦郎　長野県立こども病院 小児集中治療科

救急体制・集約化　8：30～9：10　B会場（F203・F204）

 座長：上谷　良行（兵庫県立こども病院 小児救急医療センター）

B-1-1 救命救急センター及びPICUをもつ総合病院における重篤小児例の	
	 後方視的検討

福屋　吉史　総合病院 土浦協同病院 小児科

B-1-2 大学病院における小児救急医療・小児集中治療への取り組みについて
林　健一郎　東京大学医学部附属病院 小児科

B-1-3 大阪府南部に位置する小児専門病院のPICUへの転院搬送症例の検討
津田　雅世　大阪府立母子保健総合医療センター 集中治療科
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B-1-4 重篤小児患者レジストリ(Japanese Registry of Pediatric Acute Care：	
	 JaRPAC) の構築

松本正太朗　成育医療研究センター研究所 成育社会医学研究部

PICU　9：10～9：50　B会場（F203・F204）

 座長：寺井　勝（東京女子医科大学附属八千代医療センター 小児科）

B-2-1 神奈川県小児重症患者救急応需システムの構築
林　　拓也　神奈川県立こども医療センター 救急診療科

B-2-2 当院における小児病棟と救命救急センターの連携　―現状と今後の課題―
椎名　一美　横須賀市立うわまち病院 看護部

B-2-3 日本大学医学部附属板橋病院救命救急センターにおける	
	 重篤小児患者の診療実績の検討

嶽間澤昌泰　日本大学医学部附属板橋病院 救命救急センター

B-2-4 小児特定集中治療室管理料の算定施設の検証	
	 　　― 救命救急センター充実段階評価を用いた評価 ―

問田　千晶　国立成育医療研究センター 集中治療科

虐待　14：00～14：40　B会場（F203・F204）

 座長：阪井　裕一（国立成育医療研究センター 総合診療部）

B-3-1 三次救急施設における小児虐待症例の検討
石川　順一　大阪市立総合医療センター 救命救急センター・小児救急科

B-3-2 虐待対策チームの院内への周知活動とチームで行う家族への支援
村松　三智　東京女子医科大学 八千代医療センター

B-3-3 虐待防止委員会発足後３年を経過して見えてきた課題	
	 　　―見守りの視点の必要性―

小川恵理子　聖路加国際病院 小児総合医療センター 看護部

B-3-4 当院小児救急センターにおける子ども虐待の懸念がもたれる	
	 事例への早期対応の試み

山内　豊浩　静岡県立こども病院 救急総合診療科

家族支援１　14：40～15：10　B会場（F203・F204）

 座長：林　幸子（国立成育医療研究センター）

B-4-1 頭部外傷により生命の危機状態となった子どもとその家族との関わり 
	 　　～看取りを視野に入れた援助～

加藤衣津美　社会医療法人宏潤会 大同病院
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B-4-2 横浜労災病院救命救急センターにおける小児外傷症例に関する調査報告
本間英利香　横浜労災病院 救命救急センター

B-4-3 静岡県立こども病院　小児救急センター　こども救急クラブを開催して
林　久美子　地方独立行政法人静岡県立病院機構 静岡県立こども病院

家族支援２　15：10～15：40　B会場（F203・F204）

 座長：児玉　千代子（東海大学健康科学部看護学科）

B-5-1 一次救急における子育て支援事業の役割	
	 　　―医療講座後のアンケート調査から―

児玉　真美　神戸こども初期急病センター

B-5-2 当院における外因性疾患症例の現状調査から考える予防支援
新井茂登子　社会医療法人真美会 中野こども病院

B-5-3 地域の子どもと保護者への子育て支援
橋本　優子　北九州市立八幡病院

医療安全　15：40～16：10　B会場（F203・F204）

 座長：古川　恵子（北九州市立八幡病院 救命救急センター医療安全管理室）

B-6-1 スピーディに対応でき簡便に点検出来る救急カートの見直し
主税　芳美　地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪府立急性期・総合医療センタ－

B-6-2 小児に対するクロルヘキシジン含有ドレッシングの危険性
細川　　透　国立成育医療研究センター 手術・集中治療部　集中治療科

B-6-3 小児静脈ライン確保中における血管外漏出・皮膚トラブルリスク予防の	
	 ための点滴固定方法の検討

庄野　哲夫　神栖済生会病院 小児科

異物・気道　16：10～17：00　B会場（F203・F204）

 座長：大畠　雅之（長崎大学大学院 腫瘍外科）

B-7-1 ラリンジアルマスクによる気道確保下に軟性気管支鏡下異物摘出術を	
	 施行した1例

山根　裕介　長崎大学病院 小児外科

B-7-2 ブドウの誤嚥による窒息後、陰圧性肺水腫を合併した1例
岸部　　峻　東京都立小児総合医療センター 総合診療科

B-7-3 声門下魚骨異物に対して2度の摘出術が必要となった１例
上村　恵理　神戸市立医療センター 中央市民病院 救急部
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B-7-4 当院にて経験した気管異物の検討（軟性鏡による）
森下　祐次　近畿大学医学部奈良病院 小児外科

B-7-5 当院救急室を受診した小児気道異物について
岸部　　峻　東京都立小児総合医療センター 総合診療科

異物・消化管他　　　6月6日(金)17：00～17：50　B会場（F203・F204）

 座長：平川　均（東海大学八王子病院 小児外科）

B-8-1 画鋲誤飲から咽後膿瘍をきたした１例
吉田　　晃　日本赤十字社和歌山医療センター 小児科

B-8-2 CTで診断後、緊急内視鏡摘出術を行ったPTPシート誤飲の1例
竹内　一朗　国立成育医療研究センター

B-8-3 重篤な合併症をきたしたボタン電池誤飲の2例
小笠原有紀　順天堂大学医学部附属浦安病院 小児外科

B-8-4 魚骨・鶏骨による咽頭及び食道異物の現状
北見　欣一　東京都立小児総合医療センター 総合診療科

B-8-5 過去5年間における当院の異物誤飲，誤嚥の検討
河畑　孝佳　石川県立中央病院

腹部外科1　8：30～9：20　C会場（F201）

 座長：岩中　督（東京大学大学院 医学系研究科 小児外科学講座）

C-1-1 高血糖を契機に診断された絞扼性イレウスの1例
中西　達郎　大阪府立急性期総合医療センター 小児科

C-1-2 急性胃軸捻転による胃破裂をきたした2小児例
高見澤　滋　長野県立こども病院 外科

C-1-3 腸重積症における発症後時間と年齢による症状出現率の違いに関する検討
青木　義紘　総合病院国保旭中央病院 小児科

C-1-4 当院での小児急性虫垂炎疑いに対する画像診断：CT撮影の抑制は可能か？
吉元　和彦　熊本赤十字病院 小児外科

C-1-5 当科における術後イレウスの検討
渡邉　佳子　杏林大学医学部 小児外科
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腹部外科2　9：20～10：10　C会場（F201）

 座長：松藤　凡（聖路加国際病院 小児総合医療センター）

C-2-1 O-157感染性腸炎経過中に腸重積症を合併した年長児の2症例
平尾　多恵子　京都第二赤十字病院

C-2-2 腹部症状で初発したHenoch-Schönlein紫斑病の3例
久保　　裕　京都第二赤十字病院 小児科

C-2-3 原因不明の消化管出血に対しダブルバルーン小腸内視鏡検査を	
	 施行した症例の検討

馬場　勝尚　自治医科大学 小児外科

C-2-4 胆道穿孔の危険性のある先天性胆道拡張症に対する	
	 緊急胆道ドレナージ（胆嚢瘻）の有用性

岩出　珠幾　兵庫県立こども病院 小児外科

C-2-5 緊急手術を必要とした腹腔内リンパ管腫の初診時併発症への留意点と治療法
岡田　忠雄　北海道大学大学院 医学研究科 外科学講座 消化器外科学分野Ⅰ

事故・外傷総論　10：10～10：50　C会場（F201）

 座長：田口　智章（九州大学大学院 小児外科学分野）

C-3-1 高エネルギー外傷における小児頭部CT施行基準について
近田　祐介　日本医科大学 千葉北総病院 救命救急センター

C-3-2 墜落･転落の高さと損傷の関係を明らかにする
西村　奈穂　国立成育医療研究センター

C-3-3 小児階段転落における入院例の検討
染谷　真紀　国立成育医療研究センター

C-3-4 iPadを利用した事故情報収集の取り組みと多施設参加型の	
	 事故予防データベース構築の提案

安　　炳文　京都府立医科大学 救急医療学教室

腹部外傷　10：50～11：30　C会場（F201）

 座長：米倉　竹夫（近畿大学医学部奈良病院 小児外科）

C-4-1 小児腹部外傷症例における臓器損傷数と重症度の関係について	
	 　　～外傷重症度スコアを用いて～

吉丸耕一朗　九州大学大学院医学研究院 小児外科学分野

C-4-2 当科で経験した外傷性肝損傷症例の検討
大竹　耕平　三重大学 消化管・小児外科学
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C-4-3 小児脾損傷の治療経験
田中　　潔　北里大学医学部 外科

C-4-4 内視鏡的ステント挿入術にて軽快した主膵管断裂を伴う膵損傷の1例
島津　　将　北里大学医学部 外科

腹部・四肢外傷　11：30～12：00　C会場（F201）

 座長：浮山　越史（杏林大学医学部 小児外科）

C-5-1 救命の連鎖により良好な転帰を得られた小児外傷性脾損傷の1例
渡邊　季彦　藤沢市民病院 こども診療センター

C-5-2 集中治療を要した重症広範囲熱傷の1例
梶原　伸介　兵庫県立こども病院

C-5-3 小児肘内障に対する超音波診断と「滑膜ひだの陥入・巨大化」所見の有用性
苔口　知樹　北九州市立八幡病院小児救急センター

頭部外傷　14：00～14：50　C会場（F201）

 座長：本多　ゆみえ（東海大学医学部 救命救急医学）

C-6-1 鉛筆での眼窩外傷より頭蓋内損傷を生じた２症例
蘇　　哲民　国立成育医療研究センター 総合診療部

C-6-2 小児の眼窩壁骨折（white-eyed blow out fracture）について
寺師　英子　九州厚生年金病院 小児科

C-6-3 当院の小児頭部外傷における眼窩底骨折の検討
平岡　　聡　藤沢市民病院

C-6-4 乳児頭部外傷の予後予測因子
天笠　俊介　日本大学医学部 救急医学系 救急集中治療医学分野

C-6-5 予測外小児外傷死における頭部外傷の関与	
	 　　―日本外傷データバンクの解析から―

西山　和孝　順天堂大学医学部附属浦安病院 救急診療科

鎮痛　14：50～15：30　C会場（F201）

 座長：阿部　世紀（長野県立こども病院 麻酔科）

C-7-1 小児救急センターにおける亜酸化窒素(笑気)使用の試み
下村　真毅　静岡県立こども病院 小児救急センター

C-7-2 小児救急外来での麻酔器の設置とセボフルランの使用
大場　彦明　兵庫県立塚口病院 小児救急集中治療科



<#1>-（25）13巻2号　（2014年）

C-7-3 小児下肢骨折の亜急性期疼痛管理の実態と指針作成
岡畠　祥憲　北九州市市立八幡病院 小児救急センター

C-7-4 LETを小児の創傷処置時に鎮痛方法として用いた153例での、	
	 有効性、有害性の検証

有野　聡　東京ベイ・浦安市川医療センター（地域医療振興協会） 救急科

鎮静　15：30～16：10　C会場（F201）

 座長：井上　信明（東京都立小児総合医療センター 救命集中治療部 救命救急科）

C-8-1 小児心臓カテーテル検査時の鎮静に伴う呼吸障害の発生状況調査
上村　友二　名古屋市立大学院医学研究科 麻酔・危機管理医学分野

C-8-2 救急医療従事者におけるMRI検査室内での小児患者急変時対応の理解の検討
境野　高資　2013神奈川メディカルラリー in YOKOHAMA 実行委員会

C-8-3 一般市中病院におけるMRI検査時の鎮静方法についての検討
小松　充孝　賛育会病院 小児科

C-8-4 救急外来における緊急処置のための鎮静の実態
萩原　佑亮　東京都立小児総合医療センター 救命救急科

アレルギー　16：10～16：40　C会場（F201）

 座長：木村　光一（きむらアレルギー・こどもクリニック）

C-9-1 こども救命センター開設後、当院へ3次搬送された	
	 アナフィラキシー症例についての検討

赤嶺　ゆみ　日本大学医学部附属板橋病院 小児科学系小児科学分野

C-9-2 当院救急外来を受診した、食物による小児アナフィラキシー症例の検討
國吉　保孝　津軽保健生活協同組合健生病院 小児科

C-9-3 食物アレルギーの講習会に参加した教諭のエピペンに対する意識調査
岡松　由記　久留米大学 小児科

中毒・副作用　16：40～17：30　C会場（F201）

 座長：辻　聡（独立行政法人国立成育医療研究センター 救急診療科）

C-10-1 塩酸テトラヒドロゾリン点鼻薬により中毒症状を呈した乳児症例
内田　佳子　国立成育医療研究センター

C-10-2 頚部痛を主訴とした薬剤性ジストニアの1例
荒熊　智宏　埼玉協同病院 小児科
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C-10-3 摂取後長時間にわたり血中4-ο-メチルピリドキシン濃度が	
	 高値を呈した銀杏中毒の1例

金田　　尚　富山市民病院 小児科

C-10-4 市販ウイルス除去剤の誤飲後に続発したメトヘモグロビン血症の一例
山澤　隆二　藤沢市民病院

C-10-5 意識障害で搬送されたトルエン中毒の例
新井　真理　横須賀市立うわまち病院 小児科

一般演題　6月7日圡

教育・研究　8：40～9：20　A会場（F205・F206）

 座長：久保　実（  石川県立中央病院 小児内科）

A-4-1 日本ACLS協会における小児蘇生教育コースの展開
松島　卓哉　日本ACLS協会

A-4-2 小児救急現場活動に対する研修体系構築と今後の展望
飯塚　隆　水戸市消防本部

A-4-3 小児救急センターにおける形成外科短期集中型研修の試みと課題
増井　美苗　北九州市立八幡病院 小児救急センター

A-4-4 チームダイナミクスを取り入れた初療シミュレーションの効果	
	 　　～オリジナル評価表による分析から～

金子　大輔　兵庫県立こども病院 小児救急医療センター

腹部救急疾患のPitfall　13：00～13：50　A会場（F205・F206）

 座長：黒田　達夫（慶應義塾大学 小児外科）

A-5-1 誤飲した歯ブラシが出てこない! 何故？
渡辺栄一郎　北里大学医学部 外科

A-5-2 小児腸間膜裂孔ヘルニアの3例
納所　　洋　静岡県立こども病院 小児外科

A-5-3 小児の外傷性腹部実質臓器損傷の診断における造影CTの必要性
島　　秀樹　聖マリアンナ医科大学 小児外科

A-5-4 下血症例に対する緊急胃粘膜シンチグラフィの有用性
尾花　和子　山梨県立中央病院 小児外科
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A-5-5 当院における急性虫垂炎手術症例239例の臨床的検討	
	 　　重症化因子の検討と早期診断に向けて

服部　健吾　田附興風会医学研究所 北野病院 小児外科

蘇生教育　8：30～9：10　B会場（F203・F204）

 座長：清水　称喜（兵庫県立淡路医療センター 救急中央放射線部）

B-9-1 小中学生に対する救急蘇生シミュレーションの取り組み	
	 　　～小児救急医療セミナーの効果～

内桶　洋子　神奈川県立こども医療センター

B-9-2 乳児の保護者に対する一次救命処置講習会へのニーズ調査　
山下　治子　社会医療法人愛仁会高槻病院 外来

B-9-3 日常的に子どもに接する市民に対する心肺蘇生、	
	 応急手当講習会活動の現状と課題

飯村　知広　昭和大学病院

B-9-4 保育園、中学校で発生した小児心肺停止の4症例	
	 　　― 教育現場でのBLSの重要性

平田悠一郎　九州大学病院 救命救急センター

蘇生手技　9：10～9：50　B会場（F203・F204）

 座長：新田　雅彦（大阪医科大学 救急医学教室）

B-10-1 AEDによって救命できたカテコラミン誘発多形心室頻拍の1例
副島　和彦　中野こども病院

B-10-2 いかなる指示が適正な胸骨圧迫へ導くか？
青木　一憲　国立成育医療研究センター

B-10-3 小児院外心停止における声門上気道デバイスの使用状況
青木　一憲　SOS-KANTO 2012 study group

B-10-4 電動式骨髄路確保システム（EZIO）を含む骨髄路確保の有用性の検討
安田　　幹　東京都立小児総合医療センター

救急体制・初期搬送　9：50～10：30　B会場（F203・F204）

 座長：泉　裕之（板橋区医師会病院 小児科）

B-11-1 病院間連携による人的支援が救命の一助となった乳児例
和田　英男　公立能登総合病院 小児科
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B-11-2 小児救急受診者の救急車利用に関する解析	
	 　　― 一次救急診療所紹介患者との比較 ―

杉山　洋平　自治医科大学付属さいたま医療センター 小児科

B-11-3 地域の休日診療所の総合病院内への移転による影響
篠田　邦大　岐阜市民病院 小児科

B-11-4 地域基幹病院の敷地内にオープンした草加市子ども急病夜間クリニックの1年
佐藤　達也　草加八潮医師会

救急体制・院内　10：30～11：10　B会場（F203・F204）

 座長：船曳　哲典（藤沢市民病院こども診療センター 小児科）

B-12-1 当院における小児METの導入と定着への取り組み	
	 　　― セーフティーネットとしての確立を目指して―

市川　綾乃　沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 看護部

B-12-2 入院待機症例に対する緊急度評価の実態とER-病棟連携の課題
梶原　多恵　北九州市立八幡病院 小児救急センター

B-12-3 病棟入院中にICUへ予定外入室した小児患者の検討
平田悠一郎　九州大学病院 救命救急センター

B-12-4 小児早期警告スコアリング・システム導入はICU転棟症例の予後を改善したか
中野　慎也　北九市立八幡病院 小児救急センター

予後　11：10～11：50　B会場（F203・F204）

 座長：植田　育也（静岡県立こども病院 小児集中治療センター）

B-13-1 死亡原因の究明の現状とmetabolic autopsyの有用性について
利根澤　慧　埼玉県立小児医療センター 総合診療科

B-13-2 乳幼児突然死に対する代謝スクリーニング
加藤　幸子　東京医科大学 小児思春期学講座

B-13-3 小児院外心停止における予後予測因子
問田　千晶　SOS-KANTO 2012 study group

B-13-4 当施設におけるPIM2とPIM3を用いた小児予測死亡率の比較
松本正太朗　成育医療研究センター 研究所 成育社会医学研究部
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不慮の事故の予防にむけて　13：00～13：50　B会場（F203・F204）

 座長：梅原　実（うめはらこどもクリニック）

B-14-1 保育施設における死亡事例の検討
田中　哲郎　日本子ども政策研究推進機構

B-14-2 改正道路交通法施行後の小児交通外傷の検討	
	 　　～チャイルドシート未使用による危険性～

荻原　重俊　手稲渓仁会病院 小児集中治療科

B-14-3 当センターにおける外因系疾患データ解析の現状
辻　　　聡　国立成育医療研究センター 救急診療科

B-14-4 日児誌Injury Alert（傷害速報）による傷害予防活動の展開
井上　信明　都立小児総合医療センター 救命救急科

B-14-5 小児救急看護認定看護師(PECN)による不慮の事故への対応
内田　貴之　杏林大学医学部付属病院 看護部

＃8000をめぐる諸問題　13：50～14：20　B会場（F203・F204）

 座長：神薗　淳司（北九州市立八幡病院 小児救急センター）

B-15-1 #8000の認知度と利用状況について
松井　鋭　国立成育医療研究センター 総合診療部 救急診療科

B-15-2 #8000の現状と課題2014
渡部　誠一　総合病院 土浦協同病院 小児科、日本小児科医会

B-15-3 地域振興小児科における小児救急電話相談の有効性と課題の検討
久我　修二　医療法人慈恵会 西田病院 小児科

ERトリアージ　14：20～15：00　B会場（F203・F204）

 座長：日沼　千尋（東京女子医科大学看護学部 小児看護学科）

B-16-1 救急室における医療者による電話相談対応に関する試み
井上　信明　都立小児総合医療センター 救命救急科

B-16-2 休日夜間小児救急外来における電話対応
赤池　洋人　川崎医科大学附属病院 小児科

B-16-3 休日・夜間急病センターにおけるトリアージの妥当性についての検証
尾崎　美恵　神戸こども初期急病センター

B-16-4 院内トリアージの再評価への取り組み
松岡　　愛　国立成育医療研究センター 救急センター
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神経１　8：30～9：10　C会場（F201）

 座長：長村　敏生（京都第二赤十字病院 小児科）

C-11-1 小児二次救急病院における発熱を伴うけいれん重積に対する	
	 初期治療としての脳平温療法の有用性の検討

村田　真野　市立枚方市民病院 小児科

C-11-2 軽症胃腸炎に伴う良性乳児けいれんの起因ウィルスによる臨床的特徴の検討
原田　聡子　東京女子医科大学 八千代医療センター 小児科

C-11-3 救急外来における簡易脳波モニタリングの可能性
野澤　正寛　国立成育医療研究センター 救急診療科

C-11-4 小児科救急におけるポータブル脳波検査の有用性	
	 　　― 当院での3年間105例の検討 ―

竹田津原野　旭川厚生病院

神経２　9：10～9：40　C会場（F201）

 座長：市橋　光（自治医科大学附属さいたま医療センター 小児科）

C-12-1 小児救急拠点病院救急外来を受診した痙攣症例の血液検査データについて
佐藤　厚夫　横浜労災病院 小児科

C-12-2 痙攣重積後のけいれん重積型二相性脳症発症因子の検討
横地　賢興　聖マリア病院 小児科

C-12-3 神経学的に予後良好であった急性壊死性脳症の2症例
白井　宏直　北里大学医学部 小児科

神経３　9：40～10：30　C会場（F201）

 座長：鍵本　聖一（埼玉県立小児医療センター 総合診療科）

C-13-1 発作性上室性頻拍後に脳梗塞を発症しrt-PAが有効であった1例
夏川　麻依　市立豊中病院

C-13-2 広範な脳梗塞に対し、外減圧と脳低温療法を行い、	
	 良好な神経学的予後を認めた1例

水口　壮一　大阪府立母子保健総合医療センター

C-13-3 脳梗塞を小児病院で診ても大丈夫なのか？	
	 　　― 当センターでの小児脳梗塞症例の検討―

大河内謙太郎　大阪府立母子保健総合医療センター/大阪大学高度救命救急センター
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C-13-4 ビタミンK欠乏性出血症による頭蓋内出血を契機に発見された	
	 乳児胆汁うっ滞性疾患に関する検討

林田　　真　九州大学大学院 小児外科学分野

C-13-5 非外傷性頭蓋内出血12例の臨床的検討
西村　竜哉　総合病院国保旭中央病院　小児科

集中治療１　13：00～14：00　C会場（F201）

 座長：六車　崇（横浜市立大学附属市民総合医療センター 高度救命救急センター）

C-14-1 当院における重症心身障害児の急性増悪症例に対する検討
西原　正人　淀川キリスト教病院 小児科

C-14-2 陽陰圧体外式人工呼吸器（RTX）にて呼吸障害による肺高血圧を	
	 治療したダウン症候群の乳児例

吉澤　弘行　奈良県立医科大学 小児科

C-14-3 小児の抜管不成功を予測する
宮本　　将　国立成育医療研究センター

C-14-4 小児の気管切開の適応とは？
壷井　伯彦　国立成育医療研究センター 集中治療科

C-14-5 超音波検査（エコー）による肺間質性病変検出
福原　信一　兵庫県立こども病院 救急集中治療科

C-14-6 急性呼吸障害を生じた頚部・縦隔リンパ管腫症例の検討
藤野　明浩　慶應義塾大学医学部 小児外科

集中治療２　14：00～14：40　C会場（F201）

 座長：中川　聡（国立成育医療研究センター 手術集中治療部 集中治療科）

C-15-1 小児救急疾患に対する体外循環症例の検討
平井　克樹　熊本赤十字病院 小児科

C-15-2 当院PICUにおけるECMOの現状と課題
制野　勇介　沖縄県立南部医療センター こども医療センター

C-15-3 High-Frequency Oscillation Ventilation (HFOV) の限界	
	 　　― 24時間以内に改善なければECMO導入を―

芳賀　大樹　国立成育医療研究センター病院 集中治療科

C-15-4 浣腸は重篤小児の転帰を改善する
清水　淳次　国立成育医療研究センター
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神経４　14：40～15：30　C会場（F201）

 座長：小濱　守安（沖縄県立中部病院 小児科）

C-16-1 硬膜下膿瘍を合併したHeamophilus influenza type b 髄膜炎の一例
百木　恒太　長野県立こども病院

C-16-2 インフルエンザ桿菌による副鼻腔炎から髄膜脳炎・硬膜下膿瘍を来たした一例
栗山　絢子　聖路加国際病院

C-16-3 A群溶連菌による髄膜脳炎の1例
松田　慶子　筑波メディカルセンター病院

C-16-4 熊本県の細菌性髄膜炎の動向
加納　恭子　熊本赤十字病院 小児科

C-16-5 激烈な経過を辿った急性インフルエンザ脳症の一例
黒坂　了正　長野県立病院機構 長野県立こども病院 小児集中治療科

感染症　15：30～16：10　C会場（F201）

 座長：河島　尚志（東京医科大学 小児科）

C-17-1 ダプトマイシン投与が有効であった造血幹細胞移植後に発症した	
	 感染性心内膜炎の1例

慶野　　大　聖マリアンナ医科大学病院 小児科

C-17-2 鉤虫感染により重症貧血を来たした一例
浦部　大策　聖マリア病院 医師臨床研修本部

C-17-3 ロタウイルス胃腸炎合併Dieulafoy潰瘍により死亡した一男児例
吉原　尚子　日赤医療センター　

C-17-4 迅速な対応により救命し得たStreptococcus agalactiaeによる	
	 陰嚢部壊死性筋膜炎の新生児例

黒田　淳平　東京都立小児総合医療センター 総合診療科

川崎病・その他　16：10～16：50　C会場（F201）

 座長：松裏　裕行（東邦大学医療センター大森病院 第一小児科）

C-18-1 川崎病急性期に環軸椎回旋位固定を合併した1症例
西山　昌志　藤沢市民病院 小児科

C-18-2 PICUにて集中治療を要した川崎病3症例
居石　崇志　東京都立小児総合医療センター 救命･集中治療部 集中治療科
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C-18-3 古典型21水酸化酵素欠損症の救急外来受診状況の検討
岩田賢太朗　東京都立　小児総合医療センター 総合診療科

C-18-4 救急入院した小児内科疾患4813例の予後：特に血清Na値との関連について
福士茉莉子　東邦大学医療センター 大森病院小児科

ポスター　6月6日㊎

神経１　16：00～16：25　ポスター会場（F202）

 座長：大部　敬三（聖マリア病院 小児科）

PO-1-1 軽症胃腸炎に伴う良性けいれんと胃腸炎症状を伴う脳炎・脳症との比較検討
加藤　耕治　トヨタ記念病院 小児科

PO-1-2 小児救急拠点病院救急外来を受診した痙攣症例の疫学的検討
佐々木亜希子　横浜労災病院 小児科

PO-1-3 小児救急拠点病院救急外来を受診した痙攣症例の初期管理について
大松  泰生　横浜労災病院 小児科

PO-1-4 小児有熱性けいれんに対する検査の検討	
	 　　複雑型熱性けいれんに対し腰椎穿刺検査を減らすことは可能か

松茂良　力　沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 小児総合診療科

PO-1-5 当院におけるけいれん重積症例の検討
二川　弘司　東京都立墨東病院

神経２　16：25～16：55　ポスター会場（F202）

 座長：安藤　寿（北里大学病院 小児科）

PO-2-1 輸血関連肺障害（TRALI）が疑われた出血性ショック脳症症候群（HSES）
	 の一例

木戸脇智志　京都第二赤十字病院

PO-2-2 発熱と全身けいれんで発症し、急性脳症との鑑別が困難だった	
	 甲状腺クリーゼの1例

松扉真祐子　広島市立広島市民病院

PO-2-3 けいれんを契機に診断に至った外傷性仮性脳動脈瘤の1歳女児例
三宅　芙由　産業医科大学 小児科

PO-2-4 比較的軽症に経過した二相性けいれんと遅発性拡散能低下を呈する	
	 急性脳症(AESD)の一例

千葉　奈歩　国立病院機構 弘前病院 小児科
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PO-2-5 低ナトリウム血症性痙攣重積をきたした心因性多飲の2例
上野　靖史　熊本地域医療センター 小児科

PO-2-6 当院で過去5年間に経験した二相性発作と遅発性拡散低下を呈する	
	 急性脳症(AESD)の3例

川口　直樹　九州厚生年金病院

神経３　16：55～17：25　ポスター会場（F202）

 座長：磯山　恵一（昭和大学藤が丘病院 小児科）

PO-3-1 脳炎脳症におけるプロカルシトニンの検討
柏木　　充　市立枚方市民病院 小児科

PO-3-2 急性硬膜下血腫発症を契機として診断に至ったAlagille症候群の1例
國崎　　純　苫小牧市立病院 小児科

PO-3-3 急性肺炎の治癒過程で脊髄腫瘍が明らかになった一例
宮本　　和　埼玉医科大学総合医療センター 小児科

PO-3-4 進行性の対麻痺を主訴に救急受診した脊髄硬膜外腫瘍の1例
福岡　正隆　大阪市立総合医療センター 小児救急科

PO-3-5 異なる経過をたどったMalignant spinal cord compressionの2症例
外山　大輔　昭和大学藤が丘病院

PO-3-6 当科を初診した小児脳腫瘍症例の初発症状と診断までの期間の検討
大前　禎毅　京都第二赤十字病院

感染症・川崎病　16：00～16：30　ポスター会場（F202）

 座長：大日方　薫（順天堂大学医学部附属浦安病院 小児科）

PO-4-1 造影CTにて咽頭後壁に咽後膿瘍類似の低吸収域を呈した川崎病の１例
五十里　東　トヨタ記念病院

PO-4-2 生後90日未満で発症した川崎病の5例
西尾　利之　仙台市立病院小児科

PO-4-3 重症感染症と鑑別を要した新生児・乳児消化管アレルギーの１例
茂原　聖史　市立枚方市民病院 小児科

PO-4-4 異常言動を主訴に小児科入院したインフルエンザ症例の検討
駒井　孝行　山梨県立中央病院 小児科

PO-4-5 一次急病センターでの有熱性尿路感染症の初期症状と検尿所見についての検討
森貞　直哉　神戸大学大学院 医学研究科小児科学分野 こども急性疾患学部門
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PO-4-6 小児集中治療室(PICU)におけるカテーテル関連尿路感染症の実態
儀間　政文　国立成育医療研究センター病院 集中治療科

ERトリアージ　16：30～17：00　ポスター会場（F202）

 座長：吉野　尚一（東邦大学医療センター大森病院 看護部）

PO-5-1 夜間小児救急外来における電話対応の実態調査
渡辺　隆子　富士・東部小児初期救急医療センター

PO-5-2 トリアージシステムの質の向上に向けた取り組みと成果
中野　　渚　済生会横浜市東部病院 こどもセンター

PO-5-3 当院の小児救急患者の特徴とトリアージナースの役割
谷　　朋美　社会医療法人宏潤会 大同病院

PO-5-4 トリアージ導入による看護師の意識調査　～半年が経過しての意識の変化～
塩崎麻那子　地方独立行政法人静岡県立病院機構　静岡県立こども病院

PO-5-5 小児救急におけるトリアージでの疼痛評価について	
	 　　― 2種類の疼痛評価スケールを活用して―

三科　雅子　東京都立小児総合医療センター

PO-5-6 当院小児救急センター開設により導入されたトリアージ方法
塩崎麻那子　地方独立行政法人静岡県立病院機構 静岡県立こども病院 外来

家族支援・その他　17：00～17：30　ポスター会場（F202）

 座長：鈴木　雅子（埼玉医科大学国際医療センター 看護部）

PO-6-1 国内文献からみえた小児看護に必要な「能力」と「技」
横山奈緒実　東京女子医科大学大学院 看護学研究科

PO-6-2 花火大会事故のため県外搬送された重症熱傷患児とその家族への支援
加藤　佳美　京都第二赤十字病院 小児病棟

PO-6-3 乳幼児揺さぶられ症候群予防指導の効果と今後の課題
大田　節子　東海大学医学部付属病院 ６A病棟

PO-6-4 重症心身障がい児の急変時における母親の対応に関する実態と教育の要望
小林　謙一　JA北海道厚生連 帯広厚生病院

PO-6-5 訪問看護ステーション主催の家族遠足実施報告
向井まゆみ　社）なれっじ・ネットワーク訪問看護ナースソリューション たんぽぽ

PO-6-6 国民医療費と患者調査から検討した小児医療費の年次推移について
内山　有子　日本女子体育大学 スポーツ健康学科 幼児発達学専攻
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腹部・消化器１　16：00～16：35　ポスター会場（F202）

 座長：川瀬　弘一（聖マリアンナ医科大学 小児外科）

PO-7-1 移動性盲腸に合併した急性虫垂炎
佐々木吉明　網走厚生病院 小児科

PO-7-2 Cornelia de Lange症候群の患児に生じた盲腸捻転の一例
加藤　源俊　国際医療福祉大学病院 小児外科

PO-7-3 メッケル憩室が原因となった急性腹症2例についての検討
迫田　晃子　聖路加国際病院 小児外科

PO-7-4 当科で経験したmesodiverticular bandによるイレウスの2例
津田　知樹　近江八幡市立総合医療センター 小児外科

PO-7-5 肝円索による絞扼性イレウスをきたした１新生児例
畑田　智子　長野県立こども病院 外科

PO-7-6 ロタウイルスワクチン接種から2週間後に発症し、	
	 観血的整復術を要した腸重積の1例

寺脇　　幹　埼玉医科大学 小児外科

PO-7-7 ロタウイルスワクチン接種後に腸重積症を発症し	
	 非観血的整復時に消化管穿孔を生じた1手術例

東尾　篤史　大阪市立総合医療センター 小児外科

腹部・消化器２　16：35～17：10　ポスター会場（F202）

 座長：靍　知光（雪の聖母会聖マリア病院 小児外科）

PO-8-1 腹痛小児の実態と診察における直腸指診の有用性
畑澤　千秋　秋田厚生医療センター 小児外科

PO-8-2 非交換時にショック症状で発症した胃ろうバルーンカテーテルによる	
	 胃穿孔の一例

廣木　　遥　土浦協同病院

PO-8-3 胆嚢捻転と診断し腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した幼児例
田中　　彩 　香川大学 小児外科

PO-8-4 急性腹症を呈し卵巣嚢腫茎捻転が疑われた遊走脾茎捻転の1例
にえ川智美　大阪医科大学 小児科学

PO-8-5 腹部外傷・膵損傷を契機に発見された膵充実性偽乳頭状腫瘍の１例
三藤　賢志　大阪市立総合医療センター
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PO-8-6 非典型的な臨床経過を辿り精巣萎縮に陥った精索捻転症の1　症例
堀池　正樹　大阪赤十字病院 小児外科

PO-8-7 外鼡径ヘルニアの極めて稀な合併症の一例
福里　吉充　沖縄県立中部病院 小児外科

腹部・消化器３　17：10～17：40　ポスター会場（F202）

 座長：木野　稔（中野こども病院）

PO-9-1 複雑心奇形に合併した壊死性腸炎の１救命例
清水　義之　大阪府立母子保健総合医療センター 集中治療科

PO-9-2 ループス腸炎による急性腹症にて発症した全身性エリテマトーデスの1小児例
坂本　浩一　高知大学 外科学外科１

PO-9-3 急性腹症を呈し、診断、治療に苦慮した	
	 ヘノッホ・シェーンライン紫斑病の1例

塩田　　惠　松戸市立病院 小児医療センター 小児科

PO-9-4 下剤使用後に虚血性大腸炎をきたした１歳女児の１例
田渕　翔大　福岡徳洲会病院 小児科

PO-9-5 原因不明の小腸多発潰瘍による大量下血によりショックをきたし、	
	 小腸切除によって救命し得た1例

竹添豊志子　国立成育医療研究センター

PO-9-6 発熱・右下腹部痛を主訴に救急外来を受診し、	
	 対応に苦慮した妊娠初期の15歳女児例

清水　大輔　九州厚生年金病院 小児科

ポスター　6月7日圡

事故・外傷１　15：00～15：30　ポスター会場（F202）

 座長：尾花　和子（山梨県立中央病院 小児外科）

PO-10-1 受傷40時間後に抗毒素血清を投与し軽快したマムシ咬傷の9歳女児例
松田　和之　伊勢赤十字病院 小児科

PO-10-2 外傷性窒息後複視が出現した男児の1例
荻野　隆史　高崎総合医療センター 救急科

PO-10-3 自転車ハンドル外傷により外傷性腹壁ヘルニアに至った一例
五十里裕美　東京都立小児総合医療センター 救命救急科
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PO-10-4 出血が持続し輸血を必要とした舌外傷の1例
小泉　　舞　東京女子医科大学 八千代医療センター 小児科

PO-10-5 マムシ咬傷の一例
志水　信彦　阪南中央病院 小児科

PO-10-6 突然の大雪にて発生した交通外傷の2例	
	 　　― 小児外傷におけるシートベルトの有用性 ―

小野　　滋　自治医科大学 小児外科

事故・外傷２　15：30～16：00　ポスター会場（F202）

 座長：吉元　和彦（熊本赤十字病院 小児外科）

PO-11-1 外傷性十二指腸壁内血腫の1例
白井　　剛　飯塚病院 小児外科

PO-11-2 外傷性十二指腸破裂に対し幽門輪および	
	 膵頭部温存十二指腸切除再建術を施行した小児の一例

神山　雅史　近畿大学医学部奈良病院 小児外科

PO-11-3 小児におけるFAST陽性所見と腹部臓器損傷の関連
松井　　鋭　国立成育医療研究センター 総合診療部 救急診療科

PO-11-4 受傷早期に四肢多発骨折に対する内固定を行った１歳児症例
クナウプ 絵美里　岡山大学病院 高度救命救急センター

PO-11-5 乳幼児身体的虐待との鑑別を要した骨形成不全症Ⅰ型の3例
村上　珠菜　北九州市立八幡病院 小児救急センター

PO-11-6 当院における近年の被虐待児症候群の動向
田村　佑平　北里大学医学部 小児科

事故・外傷３　16：00～16：30　ポスター会場（F202）

 座長：漆原　直人（静岡県立こども病院 小児外科）

PO-12-1 X線透過性のプラスチックコインを誤飲し	
	 内視鏡的除去術を施行した食道異物の2例

安井　竜志　大同病院 小児科

PO-12-2 小児救急症例に対するチーム医療アプローチ	
	 　　～摘出に成功した生後8ヵ月男児のバネ誤飲例～

石原　唯史　順天堂大学医学部附属浦安病院 救急診療科/こども救急センター
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PO-12-3 遷延する嘔吐・風邪症状を呈し発見されるまでに1か月を要した	
	 食道異物の一幼児例

猪野　直美　埼玉医科大学総合医療センター 小児科

PO-12-4 一過性凝固異常を伴った眼窩内異物の一例
鵜川　寿子　東海大学医学部専門診療学系 小児科学

PO-12-5 日齢11の極低出生体重児に発症した新生児脾破裂の1例
宗﨑　良太　九州大学大学院医学研究院 小児外科学分野、九州大学病院 先端医工学診療部

PO-12-6 病院内で墜落産となった2症例の検討
山内　麻衣　横浜労災病院 小児科・新生児内科

救急体制１　15：00～15：25　ポスター会場（F202）

 座長：西山　和孝（順天堂大学医学部附属浦安病院 救急診療科）

PO-13-1 神栖済生会病院における小児救急外来受診患者の現状
庄野　哲夫　神栖済生会病院 小児科

PO-13-2 鶴岡市における小児救急医療への取り組み
佐藤　紘一　鶴岡市立荘内病院 小児科

PO-13-3 救急車による搬送症例の検討　― 2つの二次病院間での比較 ―
大前　登典　横須賀市立うわまち病院

PO-13-4 神戸こども初期急病センターにおける患者受診動向についての検討
石橋　和人　神戸こども初期急病センター

PO-13-5 インフルエンザウイルス流行時期における当院救急外来の状況と、	
	 同感染症の占める位置についての考察

小田部　修　公立南丹病院 小児科

救急体制２　15：25～15:55　ポスター会場（F202）

 座長：林　拓也（神奈川県立こども医療センター 救急診療科）

PO-14-1 静岡県立こども病院における24時間365日体制の小児救急センターの取り組み
唐木　克二　静岡県立こども病院 小児救急センター

PO-14-2 小児重症患者における地方病院と京都府立医科大学PICUとの連携
深田　良一　市立福知山市民病院

PO-14-3 筑波大学附属病院における2013年度小児救命救急センター事業の実績
神保　教広　筑波大学附属病院 小児外科
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PO-14-4 小児重症患者の集約化における搬送方法についての検討
菊地　　斉　静岡県立こども病院 小児集中治療科

PO-14-5 当院小児用ドクターカーの運用に関する考察
光銭　大裕　都立小児総合医療センター

PO-14-6 ERから病棟入院後に急変する症例の特徴
澤田　奈実　成育医療研究センター

蘇生・脳死・SIDS　15:55～16：30　ポスター会場（F202）

 座長：濱田　洋通（東京女子医科大学八千代医療センター 小児科）

PO-15-1 乳幼児突然死症候群の診断について　―ガイドラインは熟知されているか―
角　　春賢　横須賀市立うわまち病院 小児科

PO-15-2 乳幼児突発性危急事態での入院管理中、再び同じ起点の急変から	
	 乳幼児突然死候群に至った2か月男児

時田　裕介　東京医科大学八王子医療センター 小児科

PO-15-3 1時間のCPRを要したが、後遺症なく救命できた12歳男児例
松戸　孝博　松戸市立病院　小児医療センター 小児科

PO-15-4 頭部外傷後長期間生存した脳死状態の１女児例
水野美穂子　社会医療法人宏潤会 大同病院 小児科

PO-15-5 脳室内出血後に臨床的脳死状態となり、家族の協力が得られず	
	 在宅医療の導入が困難な1例

香山　一憲　日本大学医学部附属板橋病院 小児科学系小児科学分野

PO-15-6 溺水による心肺停止から蘇生した一例	
	 　　～ 「脳死とされうる状態」の抱える諸問題を整理する～

佐々木真之　京都市立病院 小児科

PO-15-7 当院における小児の院外心肺停止症例への小児科医介入の効果
赤根　祐介　市立函館病院

呼吸１　15：00～15：35　ポスター会場（F202）

 座長：有吉　孝一（神戸市立医療センター中央市民病院 救命救急センター）

PO-16-1 挿管困難を呈した小児気道緊急の2例
笹岡　悠太　北海道立子ども総合医療・療育センター

PO-16-2 気管切開を回避し得た小顎症に先天性両側後鼻腔狭窄を合併した１例
梅原　　直　神奈川県立こども医療センター 救急診療科
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PO-16-3 夜間睡眠中の発作性吸気性呼吸困難で発症し、	
	 異なる原因であった喉頭痙攣の2例

中西　未来　久留米大学 医学部 小児科

PO-16-4 クループ罹患後に気管切開となった先天性蛋白漏出性腸症の一例
宮田　　京　大阪府立急性期総合医療センター

PO-16-5 気道確保を行わなかった小児急性喉頭蓋炎の検討
梅原　　直　神奈川県立こども医療センター 救急診療科

PO-16-6 上気道閉塞を生じた舌根部嚢胞の3例
和田宗一郎　静岡県立こども病院 小児外科

PO-16-7 重篤な呼吸困難を呈し緊急処置を要した新生児乳幼児気道閉塞の3例
中堀　亮一　佐賀県医療センター好生館 小児外科

呼吸２　15：35～16：10　ポスター会場（F202）

 座長：新津　健裕（東京都立小児総合医療センター 救命･集中治療部 集中治療科）

PO-17-1 ステロイドと非脱分極性筋弛緩薬の併用後に重度の筋力低下をきたした2症例
荒井　洋実　東京都立小児総合医療センター

PO-17-2 気管支喘息初回発作により人工呼吸管理を要し	
	 Hopkins症候群を発症した1例

米倉　圭二　独立行政法人国立病院機構 呉医療センター 小児科

PO-17-3 気管切開後の縫合糸性肉芽による気管狭窄症の一治験例
中川　知己　東海大学医学部 外科学系 呼吸器外科学

PO-17-4 新生児期に発症した細菌性気管炎の2例
米田　尚弘　鳥取大学医学部 周産期・小児医学

PO-17-5 Plastic bronchitis の1例
福島　亮介　藤沢市民病院 救命救急センター 小児救急科

PO-17-6 胸部Ｘ線では診断が困難であった特発性縦隔気腫の２男児例
森近　省吾　町立大淀病院 小児科

PO-17-7 胸部膿瘍に対する治療経験
松浦　　玲　大阪府立母子保健総合医療センター 小児外科
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循環　16：10～16：45　ポスター会場（F202）

 座長：大前　禎毅（京都第二赤十字病院 小児科）

PO-18-1 胸部打撲後に心電図変化をきたした心筋挫傷の12歳男児例
桝田　　翠　大阪医科大学付属病院

PO-18-2 肥大型心筋症の4症例	
	 　　― 学校心臓検診で診断できた症例できなかった症例 ―

西岡　正人　川口市立医療センター 小児科

PO-18-3 重度の肺鬱血と肺高血圧により呼吸困難を呈した三心房心の乳児例
橋田祐一郎　鳥取大学医学部 周産期小児医学

PO-18-4 早期の除細動により救命し得た左冠状動脈肺動脈起始症の一例
金井創太郎　京都市立病院 小児科

PO-18-5 気道感染を契機に冠動脈狭窄病変を介し、心筋虚血による	
	 急性心不全に陥った完全大血管転位の一例

友辺雄太郎　東京都立小児総合医療センター 総合診療科

PO-18-6 カルニチン欠乏により横紋筋融解症、DIC、急性腎不全となり、	
	 CHDFを施行した1例

向井　純平　聖マリア病院 小児科

PO-18-7 胃穿孔・汎発性腹膜炎による敗血症性ショックに対し	
	 血液浄化療法を行い救命した6歳女児例

村田　健介　順天堂大学医学部附属浦安病院 救急診療科 小児科



<#1>-（43）13巻2号　（2014年）

脳死判定セミナー

 主催：日本小児救急医学会 脳死問題検討委員会 
 協力：日本臓器移植ネットワーク　　　　 　　

脳死判定セミナー　第1日目　6月7日圡　17：00～20：30　展示ホール 2F　ハーバーラウンジB／ハーバーラウンジA

講　義
１．臓器移植関連施策の概況

廣瀬　佳恵　厚生労働省健康局疾病対策課臓器移植対策室

２．脳死の病態について
横田　裕行　日本医科大学大学院 医学研究科 救急医学分野

実技と講習
１．脳死判定実技（小児シミュレーター）

沖　　修一　荒木脳神経外科病院　

２．無呼吸テスト
西山　謹吾　高知赤十字病院救急部 救命救急センター

３．ABR/EEG
久保田　稔　日本医科大学多摩永山病院　

４．悲嘆家族への対応
重村　朋子　日本医科大学武蔵小杉病院　

５．JOTの役割（特に提供後のケアについて）
芦刈　淳太郎　日本臓器移植ネットワーク　

６．ケーススタデイ
荒木　　尚　日本医科大学大学院 医学研究科 救急医学分野

脳死判定セミナー　第2日目　6月8日㊐　9：00～12：00　展示ホール 2F　ハーバーラウンジB／ハーバーラウンジA

教育講演
１．科学技術の進展が変える死の基準－人生の物語りへの問い

会田　薫子　東京大学大学院人文社会系研究科　

２．脳死下臓器提供と児童虐待
市川光太郎　北九州市立八幡病院

模擬脳死判定委員会によるロールプレイ
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第4回 Triage & Early Warning System研究会

 主催：Triage & EWS研究会　　　　　　　　　 　　　 
 共催：株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン

第4回 Triage & Early Warning System研究会　6月7日圡　17：00～19：00　B会場（F203・F204）

Triage部門「トリアージに役立つ“子どもの呼吸評価”」
進　　　　　行：神薗　淳司　北九州市立八幡病院 小児救急センター

コメンテーター：井上　信明　東京都立小児総合医療センター 救命・集中治療科

　　　　　　　　六車　　崇　横浜市立大学附属市民総合医療センター 高度救命救急センター

　　　　　　　　植松　悟子　国立成育医療研究センター 救急診療科

EWS部門　特別講演「RRSの現状と問題点」
　　　　　座長：清水　直樹　東京都立小児総合医療センター救命・集中治療科
　　　　　演者：安宅　一晃　奈良県立医科大学　麻酔科

小児救急シミュレーション教育講習会

 共催：アイ・エム・アイ株式会社

第1部　6月6日㊎　16：00～18：00　展示ホール 2F　E204

デブリーフィング講習会　― DASH©を学ぼう―

第2部　6月7日圡　11：00～13：00　アネックスホール 2F　F201・203・205前フォワイエ

メディカルラリー＋デブリーフィングオリンピック

ハンズオン縫合セミナー

 共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

第1回　6月6日㊎　12：00～13：30　展示ホール 2F　E204

第2回　6月7日圡　11：30～13：00　展示ホール 2F　E204

 司会：平林　　健（東海大学医学部外科学系 小児外科学）

明日から使えるテクニック		
　　～形成外科医に学ぶ創部閉鎖と創傷処置のポイントとコツ～

山本　直人　新東京病院 形成外科部長
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PEARSプロバイダー講習会

 主催：日本BLS協会国際トレーニングセンター

6月6日㊎　9：00～18：00　アネックスホール 2F　F201・203・205前フォワイエ

PEARS（Pediatric Emergency Assessment Recognition and Stabilization：
小児緊急事態への対処法）プロバイダー講習会
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ランチョンセミナー

ランチョンセミナー1　6月6日㊎　12：00～13：00　A会場（F205・F206） 共催：株式会社大塚製薬工場

 座長：望月　博之（東海大学医学部専門診療系 小児科学）

経腸栄養ルート・デバイスの選択と、	 	
胃瘻からの半固形・ミキサー食注入

北河　徳彦　神奈川県立こども医療センター 外科

ランチョンセミナー2　6月7日圡　12：00～13：00　C会場（F201） 共催：株式会社ジェイ・エム・エス

 座長：太田 節雄（帝京大学ちば総合医療センター 小児科）

小児救急の現場で遭遇するかもしれない、免疫不全患者	 	
 ― 血流感染対策の重要性

湯坐　有希　東京都立小児総合医療センター 血液・腫瘍科


